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震災
遺構

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

タピック45（旧道の駅高田松原）
●たぴっくよんじゅうご（きゅうみちのえきたかたまつばら）

K陸前高田市高田町古川28-5
k三陸沿岸道路陸前高田ICから車で5分
JiG柵の外から見学自由（構内を見学する場合は高
田松原津波復興祈念公園パークガイドの利用が必要 
J9時～17時30分※日没の早い冬期は早まる場合あり 
G有料※ホームページで要確認）
pあり（大型バス：あり）
https://takanavi.org/shinsai

090-7528-8182（高田松原津波復興祈念公園パークガイド受付事務局）
P114D1MAP

建物は海側からの上りやすさを考慮したデザイン。震災
時、津波は屋上のすぐ下、14.5ｍまで迫っていた。この
ような震災当時の話も、地元住民が案内役を務める
パークガイドから聞くことができる

構内には津波が押し寄せている瞬間の写真パネルや、
この建物の屋上に命からがら避難した3人の心情を伝
える看板などを設置。構内の状況と照らし合わせながら
読むと、震災当時をより理解できる

コンクリートの建物に見られる構造
で、風や揺れなどの衝撃に強い壁

「耐力壁」も、震災時の津波の威力にはか
なわず、無残にも破壊されました。構内の
耐力壁を見ると、津波が来た海側に向かっ
て倒れています。これはどういうことを意
味しているのでしょうか？

Q1

津波の圧力を強く受け、大きく損傷した建物の内部。壁
や天井が破損し散乱しているが、できるだけ震災当時の
まま、保存している。国道側にあったという増築部分も、
津波により根こそぎ消えてしまった

波
の
脅
威
を
物
語
る
旧
道

の
駅
が
高
田
松
原
津
波
復

興
祈
念
公
園（
P
47
）に
震
災
遺
構
と

し
て
整
備
、公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

構
内
の
見
学
時
は
高
田
松
原
津
波

復
興
祈
念
公
園
パ
ー
ク
ガ
イ
ド（
有

料
、要
予
約
）の
利
用
が
必
要
。

　津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
逃
が
す

建
物
の
形
状
に
よ
り
、外
観
に
大
き

な
損
傷
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、構
内

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
様
子
が
一
変

し
ま
す
。壁
、天
井
、床
が
破
壊
さ

れ
、中
に
あ
っ
た
物
は
ほ
ぼ
流
出
。風

や
揺
れ
な
ど
に
強
い
と
さ
れ
る「
耐

力
壁
」さ
え
崩
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、津
波
の
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
が

見
て
取
れ
ま
す
。

　構
内
に
は
こ
の
建
物
の
屋
上
へ
避

難
し
、九
死
に
一
生
を
得
た
３
人
の

体
験
談
を
伝
え
る
看
板
も
あ
り
ま

す
。も
し
次
に
津
波
が
来
た
時
は
、

東
日
本
大
震
災
で
助
か
っ
た
こ
と
を

理
由
に
同
様
の
行
動
を
す
る
べ
き
な

の
か
。そ
れ
と
も
近
く
に
よ
り
高
い

場
所
が
あ
れ
ば
、そ
こ
へ
避
難
す
る

べ
き
な
の
か
。自
分
の
身
に
置
き
換

え
、深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

陸前高田市
●りくぜんたかたし

津
波
の
破
壊
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
る 1,606人

202人

不明

死  者

行方不明者

負傷者

6（推定） 注①

13㎢

18.34m

最大震度

浸水面積

最大浸水高

3,807棟

240棟

3,988棟

全  壊

半  壊

一部損壊

陸
前
高
田
市
の
被
害
状
況

施設DATA

施設ガイド 車椅子OK
※要予約

?
考えてみよう??

津

A1 押し波ではなく、引き波によって倒された。引き波も押し波と同じよ
うに威力が強いということを表している。

●
た
ぴ
っ
く
よ
ん
じ
ゅ
う
ご（
き
ゅ
う
み
ち
の
え
き
た
か
た
ま
つ
ば
ら
）

タ
ピ
ッ
ク
45（
旧
道
の
駅
高
田
松
原
）

注①出典:岩手県東日本大震災津
　　波の記録,平成25年3月,岩手県

展示
・

交流拠点

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

?
陸前高田市立博物館
●りくぜんたかたしりつはくぶつかん

K陸前高田市高田町並杉300-1
k三陸沿岸道路陸前高田ICから車で5分
J9～17時（最終入館は16時30分）
i月曜（祝日の場合は翌平日）
G無料
p施設向かいの公共駐車場を利用
https://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/
soshiki/kanrika/hakubutsukan

0192-54-4224 P114D1MAP

陸前高田市
●りくぜんたかたし

和
34
年（
１
９
５
９
）に
東
北

初
の
公
立
登
録
博
物
館
と

し
て
誕
生
し
、総
合
博
物
館
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
で

施
設
は
全
壊
。同
じ
く
被
害
を
受
け

た「
海
と
貝
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
合

築
し
て
新
設
し
、２
０
２
２
年
に
開

館
し
ま
し
た
。被
災
資
料
は
全
国
の

専
門
機
関
の
協
力
を
得
て
救
出
し
、

今
も
修
理
作
業
が
継
続
中
で
す
。

　常
設
展
示
は
９
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
か
れ
、陸
前
高
田
の
自
然
、歴
史
、

文
化
に
関
す
る
資
料
を
収
蔵
、展
示

し
て
い
ま
す
。「
宿
命
と
と
も
に
生

き
る
」で
は
、過
去
に
同
市
を
襲
っ
た

津
波
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

津
波
記
念
碑
や
残
さ
れ
た
貴
重
な

記
録
を
紹
介
。津
波
の
経
験
が
、次

の
津
波
の
際
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
の

か
、あ
る
い
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
を
解
説
し
て
い
ま
す
。一
方「
奇

跡
の
海 

三
陸
」で
は
、三
陸
の
海
に

面
し
た
同
市
の
多
様
な
生
物
を
紹

介
。海
は
津
波
と
い
う
恐
ろ
し
い
一

面
を
も
ち
な
が
ら
、同
時
に
豊
か
な

恵
み
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
場
所

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

魚の王国とよばれる三陸の海を有する陸前高田の山・
川・海の生物を、たくさんの写真や標本などで幅広く紹
介している「奇跡の海 三陸」。三陸や世界の貝約2000
点を展示する「貝たちの部屋」も併せて見よう

同館には「博物館資料を持ち去らな
いで下さい。高田の自然、歴史、文化

を復元する大事な宝です。市教委」と書か
れた書き置きが展示されています。これは
震災当時誰かによって書かれ、被災した博
物館のなかに残されていました。現在はそ
の書き置きをどこに、どういう思いを込め
て、展示しているのでしょうか？

約56万点のうち約46万点が救出され、よみがえりつつ
ある資料の様子を、安定化処理や修復技術と共に紹介
する「よみがえる博物館」。館内の作業室では国際的に
も前例のない、津波被災資料の修復作業を見学できる

Q1

「発見の部屋」では、パズルや模型で遊びながら陸前高
田の自然や歴史、文化について楽しく学べる。体験グッ
ズやワークシートを使った展示や仕掛けもあり、来館者
の“知りたい”意欲を刺激してくれる

三
陸
の
海
の
厳
し
さ
と
優
し
さ
を
同
時
に
学
べ
る

1,559人 注①
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施設DATA

考えてみよう??

昭

A1 常設展示室の入口に展示している。震災当時、職員たちはこの書き
置きから大きな勇気をもらい、博物館再生の象徴だと考えた。

陸
前
高
田
市
立
博
物
館

●
り
く
ぜ
ん
た
か
た
し
り
つ
は
く
ぶ
つ
か
ん

施設ガイド 車椅子OK
※要予約

注①

注①出典：陸前高田市東日本大震災検証報告書,平成26年7月,陸前高田市
注②出典：陸前高田市による調査,令和4年12月末45
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震災
遺構

※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

タピック45（旧道の駅高田松原）
●たぴっくよんじゅうご（きゅうみちのえきたかたまつばら）

K陸前高田市高田町古川28-5
k三陸沿岸道路陸前高田ICから車で5分
JiG柵の外から見学自由（構内を見学する場合は高
田松原津波復興祈念公園パークガイドの利用が必要 
J9時～17時30分※日没の早い冬期は早まる場合あり 
G有料※ホームページで要確認）
pあり（大型バス：あり）
https://takanavi.org/shinsai

090-7528-8182（高田松原津波復興祈念公園パークガイド受付事務局）
P114D1MAP

建物は海側からの上りやすさを考慮したデザイン。震災
時、津波は屋上のすぐ下、14.5ｍまで迫っていた。この
ような震災当時の話も、地元住民が案内役を務める
パークガイドから聞くことができる

構内には津波が押し寄せている瞬間の写真パネルや、
この建物の屋上に命からがら避難した3人の心情を伝
える看板などを設置。構内の状況と照らし合わせながら
読むと、震災当時をより理解できる

コンクリートの建物に見られる構造
で、風や揺れなどの衝撃に強い壁

「耐力壁」も、震災時の津波の威力にはか
なわず、無残にも破壊されました。構内の
耐力壁を見ると、津波が来た海側に向かっ
て倒れています。これはどういうことを意
味しているのでしょうか？

Q1

津波の圧力を強く受け、大きく損傷した建物の内部。壁
や天井が破損し散乱しているが、できるだけ震災当時の
まま、保存している。国道側にあったという増築部分も、
津波により根こそぎ消えてしまった
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の
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に
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う
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の
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た
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を
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い
ま
す
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方「
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陸
」で
は
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に
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た
同
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の
多
様
な
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を
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は
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と
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い
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を
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ら
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に
豊
か
な
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と
文
化
を
育
ん
で
き
た
場
所

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

魚の王国とよばれる三陸の海を有する陸前高田の山・
川・海の生物を、たくさんの写真や標本などで幅広く紹
介している「奇跡の海 三陸」。三陸や世界の貝約2000
点を展示する「貝たちの部屋」も併せて見よう

同館には「博物館資料を持ち去らな
いで下さい。高田の自然、歴史、文化

を復元する大事な宝です。市教委」と書か
れた書き置きが展示されています。これは
震災当時誰かによって書かれ、被災した博
物館のなかに残されていました。現在はそ
の書き置きをどこに、どういう思いを込め
て、展示しているのでしょうか？

約56万点のうち約46万点が救出され、よみがえりつつ
ある資料の様子を、安定化処理や修復技術と共に紹介
する「よみがえる博物館」。館内の作業室では国際的に
も前例のない、津波被災資料の修復作業を見学できる

Q1

「発見の部屋」では、パズルや模型で遊びながら陸前高
田の自然や歴史、文化について楽しく学べる。体験グッ
ズやワークシートを使った展示や仕掛けもあり、来館者
の“知りたい”意欲を刺激してくれる

三
陸
の
海
の
厳
し
さ
と
優
し
さ
を
同
時
に
学
べ
る

1,559人 注②

202人

不明

死  者

行方不明者

負傷者

6弱

13㎢

17.6m

最大震度

浸水面積

最大浸水高

3,807棟

240棟

3,988棟

全  壊

半  壊

一部損壊

陸
前
高
田
市
の
被
害
状
況

施設DATA

考えてみよう??

昭

A1 常設展示室の入口に展示している。震災当時、職員たちはこの書き
置きから大きな勇気をもらい、博物館再生の象徴だと考えた。

陸
前
高
田
市
立
博
物
館

●
り
く
ぜ
ん
た
か
た
し
り
つ
は
く
ぶ
つ
か
ん

施設ガイド 車椅子OK
※要予約

注①

注①出典：陸前高田市東日本大震災検証報告書,平成26年7月,陸前高田市
注②出典：陸前高田市による調査,令和4年12月末 44
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